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微量血痕 の 人獣鑑別く人血証明1 法に 関 して は ， こ れ ま で ， 幾つ か の 方法が ある ． し か しな が ら従
来の 方法で は ， い ずれ も ー 回 の 検査で
一 種類 の抗血 清 のみ しか使 用 し得 な い た め ， 法医鑑識実務上試料
の 状態や そ の 量 的問題 に よ り ， 時 と して 血 痕の人 獣鑑別く人 血 証旦那 が明確 に 判定 で き ず， 犯罪の 立証 は
もと よ り犯罪捜査 上非常 な困難 をき た す 場合も少な く な か っ た ． そ こ で ， 種 々 の 状態の微量試料か ら ，
複数の ヒ ト特異的抗原に つ い て 容易 に 検査 しう る ， 且 つ 信頼度の高い 方法の 開発が急務と され て き た ．
この ような 観点か ら ， N喝 a n Oらく1986斡 は血痕撚糸を その まま ア ガ ロ ー ス ゲ ル 内に 挿入 して 電気泳動
し ， 分離さ れ た種 々 の 可溶血 液成分 に つ い て ， 同時的に ゲ ル 内沈降反応を行 い 種属鑑別す る方法 を報告
して い る ． 本研究 で は ， 同法が 種々 の鑑定資料 に 法医鑑識実務上果た して 実際に 適用 し得る か どう か に
つ い て ， 実験 的 に 種々 の 条件下 の微量血痕 に つ い て基礎的に 検討 した ． さ らに ， 実際 の犯罪現場か ら採
取さ れ た鑑定資料 に も応 用 し ， 本法 の 実用 性 に つ い て検討 した ． 本法では ， 試料を加熱固定く120
0
C， 30秒
剛 して ， 直接 ア ガ ロ ー ス ゲ ル 内に 挿入 し， 電気泳動く5 Vノc m 2時F郡を行 っ た ． 試料 を取出 したの ち ，
ゲ ル 内の各血液成分の 泳動位置 に 小 孔 をあ け ， 抗 ヒ ト アル ブ ミ ン くa nti－hu m a n albumin， 抗 A lbJ， 抗 ヒ
ト全血清くa nti－hu m a n whole s e ru m， 抗 W SI， 抗 ヒ ト ヘ モ グ ロ ビ ン くa nti－hu m a nhe m oglobin ， 抗
H bl， 抗 ヒ ト ト ラ ン ス フ ェ リ ン くa nti－hu m a ntr an Sfe rrin ， 抗 Tfl． 抗 ヒ ト a l アン チ ト リ プ シ ン
くanti．hu m a n al a ntitry psin ， 抗 A Tl お よ び抗 ヒ ト免疫グロ ブ リ ン くa nti－hu m a nim m u n oglobulin s，
抗工gl の各抗血清を注入 ． 感作後 く6時間1 沈降反応を観察 した ． そ の結果 ， 市販の 抗血清 を未吸収の ま ま
使用 した場合 で も ， 抗 A Tお よ び抗 T f血清 で の沈降反応 に よ り ， 霊長類以 下の 動物血痕と識別可能 で
あっ た ． さ ら に ， ニ ホ ン ザ ル 血 清お よ び溶血 液 で吸 収 した抗血 清 を使用 す ると ニ ホ ン ザ ル 血痕 と も識別
可能であ っ た ． 希 釈さ れ た血液の 斑 痕く希釈血痕I で は ， 本実験条件下 で は ， 4倍希釈血 痕ま で は す べ て
の 抗血清に 対 し て沈降反応が認め ら れ た ． ま た ， 血 痕作製後 ， 1年位 ま で の も の で は す べ て の抗血 清で
沈降反応が認 め られ た ． 2年か ら 4 年位経過 した もの で は抗 Alb およ び 抗 W S血清で沈降反応が認 め
ら れた が ， 6年以 上 経過す る と す べ て の 沈降反応 は認 めら れ な く な っ た ． 調味料 ， 果 実汁 ， 飲 料， 鉱物
油な どと 重畳 し た い わ ゆる 汚染血痕試料 で は ， い ずれ の場合で も こ れ ら の 汚染物質の 影響 はな く ， 特異
的沈降反応 が観察 さ れ た ． ロ イ コ マ ラ カ イ トグ リ ー ン 試薬ま た は ル ミ ノ ー ル 試薬の 1 回噴霧に よ る血 痕
予備検査は ， 本法施行上 悪 影響 を及ぼ す こ と が 認め ら れた ． ル ミ ノ ー ル 反 応 に よ る影響 は前者よ り少 な
かっ た ， 木綿製繊維製晶 ， ティ ッ シ ュ ペ ー パ ー ， トイ レ ッ トペ ー パ ー ， 半紙 ， 障子紙 ， ろ紙な どの 紙製
品を は じめ ， 従来 の 方法 で は検査 し得な か っ た 薄板 ， ベ ニ ヤ 板， マ ッ チ棒 な ど の木製品に 浸透付着し た
血 痕試料 で も ， 抽 出操作 な どの 前処理 を施す こ と な く ， 試料の 小片そ の ま ま の状態で本法を適用 しう る
ため ， 簡便 迅速 に 種属鑑別 し得た ． また ， 新鮮野 菜片な ど に 付着 した血 痕 に つ い ては ， 一 般 に 加熱固定
を行わずに そ の ま ま検査 す る方が よ い 成績が 得ら れ る こ とも 判明 した ． さ ら に ， 犯罪現場な ど か ら 採取
した実際の 鑑定資料に 適用 した と こ ろ ， ガ ー ゼ 片転写血痕 ， 着衣 ， テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ ー ， 木材片 な ど
種々 の 物体 に付着の 血痕 に つ い て ， 検体 の 種類ある い は汚染の有無 に か か わ ら ず人血証明が可 能 で ， 実
務上 の種々 の 状 態の 試料に つ い て広 く適用 し得る こ と が示 され た ．
Key w ords forensics erolog y，SpeCiesidentific atio n， blo odstain， ele ctr opho－
r e sis， Sim ulta n e o u spre cipitin re a ctio n
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法医鑑識実務の 中で ， 血痕 の種属鑑別く人血証明1は
重 要な 日常業務の 一 つ で ある ． 被検 試料 が比 較的多量
で新鮮 な場合 に は特段 の問題 は な い が ， 微 量で種 々 の
修飾を受 け て い る場合の検査 は極め て 困難で あ る ． 試
料放置の環境 に よ っ て ， 腐敗 ， 汚染 ． 熱な どの 影響が
加わ っ た り ， 加 えて 陳旧化 な ど種 々 の 悪条件 が 重 な
り ， 更に 浸透性血痕 な ど血 痕自身の 問題 も あ る た めで
ある ． こ の よ う な種 々 様 々 の 血痕試料 す べ て に つ い
正 確且つ 簡単に 人血証明 を行う に は ま だ 多く の間
サ
ー
止証明は ， 主と して 法医免疫学的方法， 特
に と 卜 J ． N グロ ビ ン くhe m oglobin ， H blや ヒ ト血清タ
ン パ ク を指標 とす る沈降反応に よ っ て検 査が 行わ れ て





ン グテ ス ト く重層法1， オ ク タ ロ ニ ー 法 な どが 利用 さ れ
て きてtlる ． 微量血痕の嘩属鑑別法 と し て ， 顕微沈降
反応 は前処理 は 不要で試料 その も の に つ い て検査 しう
る す ぐれ た 方法で あるが ， 希釈血痕 に は不向き と され
て い る
3I
． その 他 はい ずれ も 試料の浸出く抽出巨液 に つ
い て検査 を行う も の で ， 沈 降電気泳動法は泳動中に検
体 が濃縮 され 鋭敏度は高ま る が ， 非特異的な沈降物が
生ずる こ とが あ り
al
， リ ン グテ ス ト く重層法1 は混濁 し
た 試料あ る い は ル ミ ノ ー ル 検査 後 の 試料 に は 不向き
で ． オ ク タ ロ ニ
ー 法 は感度が 低 い ． また ， こ れ らの 諸
法 は その ま ま で は汚染 な ど様々 な修飾 をう け た血痕す
べ て に 適用さ れ う る もの で は な い ． さ ら に ， こ れ らの
方法の 持つ 宿命的な難点 と して ， 一 回の検査 で ヒ ト に
由来す る抗原 を 一 つ だ け しか検出 し得な い こ と が あげ
ら れ る ． も し同 一 試料 に つ い て ， ヒ ト由来の 複数の抗
原 を同時的 に 検出 し得 る な ら ， より 多面的な情報が得
られ ， 正 確 な種属鑑別 が可能 と な る ． 以 上 の 観点 か
ら ， Naga n oら
4汚，は血痕撚糸 を直接ゲル 内で 電気泳動
し ， 分離 した種 々の 可溶成分 に つ い て ， 同時的 に ゲ ル
内沈降反応 を行 い 種属鑑別 す る方法 を報告 し て い る ．
本研究で は ， 法医鑑識実務上 へ の具体的応用 の可能性
を検討 す るた め ， 対象 の 試料 の 種類 も撚糸 の み で な
く ， 実生活上の さ ま ざま な も の に 広げ付着浸透 ， 汚染
な ど種 々の 状態 を想定 した 血痕試料 を実験的 に作製 し
検討 し， さ ら に 実際の 犯罪現場 に お ける 種々 の 鑑定資
料に も 応用 し， 本法の 実用 性 に つ い て検討 した ．
材料 お よ び方法
工 ． 材 料
1 ． 血液
血液型既知 の ヒ トく30名1 お よ び 9種類 の動物くチン
パ ン ジ ー ， ニ ホ ン ザ ル ， ウシ ， ブ タ ， イ ヌ ， ネ コ ， ウ
サ ギ ， ニ ワ トリ ， 魚 くタ イ1 各2個体1 の血液を採取
し ， 実験 に 供 した ．
2 ． 血痕付着物体く担体1
実務上 よ く取扱 われ る血痕の 付着物体 く担体1 とし
て ， 下記 の も の を選 ん だ ．
い 繊維製品
天然繊維製品， 化学繊維製品 お よ び そ れ らの混紡品
を以下 の よ う に2 0品目選ん だ ． シ ャ ツ く綿100％1， ワイ
シ ャ ツ くポ リ エ ス テ ル65％麻35％1， ポ ロ シ ャ ツ くポリ
エ ス テ ル30％綿70％1， ポ ロ シ ャ ツ くポ リ エ ス テル50％
綿50％1， ス ポ ー ツ シ ャ ツ く綿100％1， 背広くポ リエ ステ
ル50％毛5 0％ナ， ブ ラ ウ ス く綿10 0％1， パ ジ ャ マ 僻
1 00％1， ズ ボ ン く綿1 00％1， ズ ボ ン くポ リ エ ス テ ル
100％1， ズ ボ ン くポ リ エ ス テ ル7 0％毛30％ン， 靴下く綿
100％1， パ ン テ ィ ー ス ト ッ キ ン グ け イ ロ ン100％I， ハ
ン カ チ く綿100％1， シ ー ツ く綿100％1， 包帯 く綿100％1，
ロ ー プ く綿100％1， 紐 く麻ま た は ビ ニ ロ ン100％1， 風呂
敷 け イ ロ ン10％ト
2う 紙類
テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ ー ， トイ レ ッ ト ペ
ー パ ー
， 半配
ろ紙 ， 障子 紙 ， 新聞紙 ， 上 白紙 ， 藁半紙 ， 封筒紙， タ
バ コ 紙 の10品目 ．
3う 木製品
マ ッ チ 棒 ， 爪 楊枝 ， 割 箸 ， 薄 板 ， ア イ ス キ ャ ン
デ ィ ー 棒 ， 角材片， 竹 串， 障子 桟 ， 摺粉木 ． ベ ニ ヤ板
の10品 目 ．
4フ 植物片
キ ャ ベ ツ
，
レ タ ス ， ホ ウ レ ン ソ ウ ， ハ ク サイ ， ネ
ギ
，
玉 ネギ ， ピ
ー マ ン ， ジ ャ ガ イ モ ， サ ツ マ イ モ ， ダ
イ コ ン ， ゴ ボ ウ ， サ トイ モ ， ニ ン ジ ン ， ト マ ト， プ
ロ ツ コ リ ， モ ヤ シ ， シ イ タ ケ ， シ メ ジ ， ナメ コ ， エ ノ
キ タ ケ の2 0品目 ．
3 ． 汚染物質
1う 調味料類
A b bre viati。n S 二抗 A lb血清 ， a nti－hu m a n albu min s eru町 抗 A T血清 ， a nti－hu m an a l
antitry psin ser u mニ 抗 H b血清 ， a nti－hu m a nhe m oglobin seru町 抗 Ig 血 清 ， a nti
－hum an
im m u noglobulin s se ru町 抗 T f血清 ， a nti－hu m a ntransferrin se ru町 抗 W S血 清 ，
a nti－
s e r u m again sthu m a n whole s er u mi C B B， Co om assie brillia ntblu e
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醤油， 味噂 ， ソ
ー ス
， ケ チ ャ ッ プ ， マ ヨ ネ ー ズ ， ド
レッ シ ン グ， 酢 ， 日本酒 ， 味淋 ， サ ラ ダ油の10種類 ．
2さ 果物汁
リ ン ゴ， ミ カ ン ， ナ シ ， ブ ド ウ ， パ イ ナ ッ プ ル ， モ
モ
，
グレ ー プ フ ル ー ツ ， プ リ ン ス メ ロ ン ， イ チ ゴ ，
キ ュ ウイ の10品目 ．
3う 飲料
市販の コ
ー ヒ ー ， コ コ ア ， 紅茶 ， 牛乳 ， ヤ ク ル ト ，
リ ン ゴジ ュ
ー ス ， オ レ ン ジ ジ ュ ー ス ， ジ ン ジ ャ エ ー
ル ， ハ チ ミ ツ レ モ ン ， オ ロ ナ ミ ン C ド リン ク の10品
目．
41 鉱物油
ガソ リ ン ， 灯油 ， 軽油 ， 重油の 4種類 ．
4 ． 血 痕試料
1う 実験的に作製 し た血痕試料
i ． 各種担体付着血痕
上記 り － 2ンの 各種繊維素材品， 紙 類 ， 木製 品お よ
び植物片等60品目 の 日常生酒物品に 新鮮血液 5ノ上1 を
付着させ ， 室温 で乾燥 させ た ． 抗血 清の検討お よ び ブ
ライ ン ドテ ス トに は ， 上 記 り■ 十い の ヒ ト血 液お よ び
9種類の 動物血液各 1ノバ を長 さ約 5m m の 木綿撚糸
5本に付着させ ， 室温 で乾燥 させ た もの を使用 した0
正 ． 希釈血痕試料
ヒ ト血液を 2倍 句 512倍ま で倍数希釈 し ， そ れ ら の
溶血液1〆1 を木綿撚糸 5本 に 付着 させ ， 室 温で 乾燥
させた ．
iii． 陳旧血痕
冷暗所 に 3 ケ月 ， 6 ケ月 ， 1年 ， 2 年 ， 4 年 ， 6
年， 8年 ， 10年間保存 した ヒ ト血痕木綿撚糸を使用 し
た ．
iv ． 汚染血痕
各種調味料， 飲料 お よ び鉱物油な ど計34品 を それ ぞ
れ5月1宛木綿布 に 付着 させ ， その 上 に 血液 3声1 重畳
付着さ せ ， 室温 で 乾燥 させ 調製 した ．
V ． 血痕予備検査後 の試料
作製後3日 ， 2週 間， 1 ケ月 ， 3 ケ月 ， 6 ケ月経過
した血痕付着木綿撚糸く全血付着 の も の 約 5m m， 2
割 に 対し ， 約 50c 皿 離 れ た位置か ら ， ロ イ コ マ ラ カ
イ トグリ L ン 試薬匂 お よ び ル ミ ノ ー ル 試薬刀 くい ずれ も
過酸化水素水 を含む1 1回 か ら 5 回 そ れ ぞれ 5秒間噴
霧した試料を室温で乾燥さ せ た も の を使用 し た ．
2う 実際例く犯罪現場 での 血痕鑑定資料1に つ い て の
検討
昭和63年 旬 平成元年に 石川県下 で 発生 し た刑事事件
の血痕鑑定資料と して保存 され て い た もの50点 に つ い
て， その 一 部 を検討資料と し， 従来 の鑑定方法と組合
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せ て本法 を適応 し， 本法の 実用性 に つ い て検討 した ．
5 ． 使用抗血清
抗 ヒ ト アル ブ ミ ン ウサ ギ血清くa nti－hu m a n albu min
S erum
， 抗 Alb 血清I， 抗 ヒ ト 全血 清 ウ サ ギ 血 清
くa ntis er u magain st hu m a n whole se r u m， 抗 W S血
清1． 抗 ヒ ト ぽ 1 ア ン チ ト リ プ シ ン ヤ ギ血清くa ntihu－
m a n al a ntitry psin s er u m， 抗 A T血清1， 抗 ヒ ト
トラ ン ス フ ェ リ ン ヤ ギ 血清くa nti－hu m a ntr a n sfe rrin
Ser u m， 抗 T f血清1， 抗 ヒ ト ヘ モ グ ロ ビ ン ウ サ ギ血 清
くa nti－hu m a nhe m oglobin s e ru m， 抗 H b血清I， 抗 ヒ
ト免疫 グ ロ ブ リ ン ヤ ギ血清くa nti－hu m a nim m u n oglo －
bulin s s er u m， 抗 Ig 血 清1 は ， 市販 くC A P P E L，
Co chra n vile， U．S．A．Jの も の各 3ロ ッ ト を使用 し た ．
15％ ヒ ト ヘ モ グ ロ ビ ン くhem oglobin ， H bl溶液 あ る
い は ヒ ト全血清に 対 する こ れ ら抗血 清の 一 次拡散 に よ
る力価は ， 抗 Alb血清は ， 10240旬 20480， 抗 W S血
清は ， 10240ノ ー 20480， 抗 A T血清は ， 128， 抗 T f血
清は ， 12 針－ 256， 抗 Hb 血清 は ， 5 120旬 204 8 0， 抗
王g 血清 は ， 1024 であっ た ．
な お ， こ れ ら使用抗血清 は ， 吸収の 処理 を行わ な い
そ の ま ま と ， ニ ホ ン ザ ル の 血清 お よ び 溶血液 で吸収
し ， 両者 を比 較検討 した
8ト 11I
H ． 方 法
1 ． ゲル 内電気泳動お よ び沈降反応
い 試料
撚糸試料 の場合 は約 5m m の 長さの も の を1ノ V 5本
宛 ， その他 の試料 は ， 約0．8m m x5m m 大の も の を使
用 した ．
2コ 前処 理
泳動後 の 試料に つ い て ひ き つ づ き血液型検査 を行う













で ， 30秒間 お よび60秒間電気ア イ ロ ン くHl ん502 F， 乗
京芝浦電気 ， 東京1 で 圧 迫加熱し ， そ の 固定効果 を比
較検討 した ．
3I 電気泳動
0．05 Mベ ロ ナ ー ル 緩衝液くpH 8．6う で 作製 した 1 ％
ア ガ ロ ー ス ゲ ル くAgaro se－U くL K B， Br om m a，
Swedenいこス リ ッ ト を作製 し ， 試料 を直接挿入 し た ．
5 Vノc m の 電 圧勾配で泳動 し ， プ ロ ム フ ェ ノ ー ル ブ
ル ー く石 津製薬， 大 阪I を マ ー カ ー と し て利用 し ， 2．5
c m 移動 し た と こ ろで 泳動 を終 了 した ．
4う 抗血 清注入
マ ー カ ー の泳動位置 を基準 と して ， 血 痕中の 各タ ン
パ ク成分が 分離泳動 した 位置付近 に 孔を開 け ， 対応抗
血 清を毛 細管 で注入 した ． 孔 開け に は ， デ ィ ス ポ ー ザ




ア ガ ロ ー ス ゲ ル を恒湿槽内に お き ， 室 温で 1 時間か
ら24時間感作 し た後 ， 沈降線 を観察 した ．
6コ 染色
ゲ ル を生食水と蒸留水 で よ く 洗浄 し ， 乾燥さ せ ， ク
マ シ ー プ リ リ ア ン ト ブ ル ー くCo o m a s sie brillia nt
blu e， C B BJくSI G M A， St． Lo uis ， U ．S．A ．1 で 染色 し
た ．
2 ． ブ ライ ン ドテ ス ト
ヒ ト血 痕木綿撚糸く30名1， チ ン パ ン ジ ー ， ニ ホ ン ザ
ル ， ウ シ ， ブ タ ． イ ヌ t ネ コ ， ウ サ ギ， ニ ワ ト リ ， 魚
くタイ1の各血痕木綿撚糸く各 2個体1に 無作為 に 番号 を
つ け ， 吸収 し た抗血 清で 検査 を行 っ た ．
成 績
I ． 検査条件 に つ い て の 検討
1 ． 試料の 量
使用抗血清の量を 一 定 く0．2声1いこし ， ヒ ト血痕木綿
撚糸約 5m m の 長さ の も の を 1 本 か ら 5本 に つ い て実
験を行 っ た と こ ろ， 1本 で も各抗 血清に 対 し て 沈降反
応が認め られ た ． 特 に ， 抗 Alb血清 ， 抗 W S 血清 に
対 して は 強い 沈降線の像が認 め ら れ た ． 抗 A T血清 ，
抗 T f血清， 抗Ig 血清に 対 して は上 記の 抗血清に 対す
る反 応と 比 べ 微 弱で あ っ た ． した が っ て ， 撚 糸に つ い
て は ， 約 5m m の長さ の も の を 2本使用 し検討 し た 一
2 ． 抗血清使用量
ヒ ト血 痕木綿撚糸く約 5m m ， 2本1 に つ い て泳動を
行 っ た 後 ， 沈 降反応に 使 用 す る各抗血 清の量 を0．2，
0．4
，
0．5， 0．8， 1．2ノバ で 検討 した と こ ろ ， い ずれの場
合で も沈降反応の 強さ に はほ と ん ど変化は認 められな
か っ た ．
3 ． 感作時間
以上 の 各実験 で ， 沈 降反応発現 に 要す る 時間を観察
し た と こ ろ ， 抗 Alb血清， 抗 W S血清 ， 抗 H b血清
で は ， 1 時間後 で す で に 沈降反応が認 め ら れ ， 抗 Tf
血清 ， 抗 王g 血清で は ， 2時 間， 抗 A T 血清で は ， 4
時間 で そ れ ぞ れ 沈降反応 が認 め ら れ た ．
4 ． 試料の 加熱条件












Cに 設定 し ， 30秒間 と60秒間熱板 で 圧 迫加熱し比
較検討 し た ． 表 1 に 示 す よ う に ， 30秒 間加熱に お い て
は ， 120
0
Cま で は ， 反 応 の 強 さ に 変化 な く 各抗血清に
対 し 明瞭 な沈降線が認 め られ た ． 140
0
C以 上 で は， 抗
A T血清 ， 抗 T f血清 ， 抗 Ig 血清 に 対 して は沈降反応
は認 め ら れ な か っ た ． 抗 Alb血 清， 抗 W S血清， 抗
H b血 清に 対 して は ， 140
0
C まで 反応 が陽性 ， 160
0
C で
は 沈降反応 は陰性 と な っ た ． 6 0秒 間加熱 で は ， 抗
A T血清 ， 抗 T f血清 に 対す る 反応 は ， 100
0
Cま で， 抗
工g 血 清 は ， 120
0
C まで反応の強さ に 変 化な く明瞭な沈
降線が認 め られ た が それ 以 上 の 温度 で は 沈降反応は認
め ら れ なか っ た ． また ， 抗 A lb 血清 ， 抗 W S 血乳
Tablel． Sim ulta n e o u spr e cipitin r e a ctio n s of hu ma n
blo odstain she ated at differe nt c o ndit o n s
Re a ctivity to hu m a nblo odstain she ated at
120 C fo r 1 40C fo r































T w o pie c e s of abo ut 5m m thread spe cim e n s w e r e
ex amined afterhe ating by a n ele ctriciro n． Anti
－A lb，
a nti－hu m a n albuminニ Anti－ W S， a nti－hu rn an Whole
se ru mニ Anti－ A T， anti，hu m a n crl a ntitry psini Anti
－ Tf，
a nti－hu m a ntr a nsfe rini Anti－H b． a nti－hu m a nhe m oglo
－
bin iAnti－Ig， a nti－hu m a nim m u n oglobulin s．




r e actio n．
ゲ ル 内沈降反応 に よ る微量血痕 の種属鑑別
抗 Eb 血清に 対す る 沈降反応 は ， 140
0
Cまで み ら れ ，
160
0C で は認 めら れ な か っ た ■ な お ， 14 0
0
C以上 の加熱
試料の 泳動後の も の を観察 した と こ ろ ， 肉眼上 明 らか
に H b色素の残存が認 め られ た ．
工工． 杭血 清の 検討
ヒ ト
，
チ ン パ ン ジ ー ， ニ ホ ン ザ ル ， ウ シ ， ブ タ ， イ
ヌ， ネ コ ， ウサ ギ ， ニ ワ ト リ ， 魚くタイナの各血痕木綿
撚糸に つ い て ， 未吸収 の 抗血清 と ニ ホ ン ザ ル の血清 お
よび溶血液で吸収 した 抗血 清を用い 実験 した ． 表2 に
示すよう に 未吸収の抗血清で は ， ウサ ギ ， ニ ワ トリ ，
魚くタイI の血痕で は い ずれ の場合 で も 沈降反応 は認
められ なか っ た ． ウ シ ， ブ タ ， イ ヌ ， ネ コ の 血痕 で
は， 抗 A lb血清 ， 抗 W S血清 で撞く弱 い 沈降反応が
認めら れた ． ま た ， こ ホ ン ザ ル の血 痕で は ， 抗 AT 血
清を除く各抗血清 に 対 し て沈降反応が認 め られ ， ヒ ト
および チ ン パ ン ジ ー の 血痕で は ， す べ て の抗血清 で 沈
降反応が認め ら れ た ． 吸収 した 抗血 清 を用 い た 場合で
は， 表3 に示 す よう に ヒ トお よ び チ ン パ ン ジ ー の血痕
に おい て のみ 各抗血清 に対 して 沈降反応 が認 め られ た
が， ニ ホ ン ザ ル 血 痕 な どその 他の動物 の血痕 に 対 して
は沈降反応 は認め ら れ な か っ た ． 本 実験 で使用 し た各
抗血清に つ い て は ， ロ ッ ト に よ る 相違 は認 め ら れ な
かっ た ．
m ． ブラ イ ン ドテ ス ト
吸収した抗血清を使用 し， ヒ ト血痕木綿撚糸 く3 0名
剣 ， チ ン パ ン ジ ー ， ニ ホ ン ザ ル ， ウ シ ， ブ タ ， イ ヌ ，
ネ コ ， ウサ ギ， ニ ワ トリ ， 魚くタイ1の 各 2個体 の血痕
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木綿撚糸に つ い て実験 した と こ ろ ． ． 表 4 に 示 す よ う に
チ ン パ ン ジ ー を除 く動物 の血 痕は ， す べ て の抗血清 に
対 し陰性 で ， ヒ ト血 痕と識別 で き た ． なお ， チ ン パ ン
ジ ー 血痕 は す べ ての 抗血清で ヒ ト血痕 と ほぼ 同程度の
強 さ で 反応 し両者 を識別 し得 なか っ た ．
IV ． 各種条件 下 の 撚糸付着血痕 に つ い ての 検討
1 ． 希釈血痕
2倍か ら512倍ま での 倍数希釈 し た ヒ ト溶血液 を付
着させ た 木綿撚糸く約 5m m ， 2本1 に つ い て検 討 し
た ． 表 5 に示 す よ うに 本研究 に用 い た 市販抗血 清で
は 了沈降反応が認め られ た血痕の最大血液希釈倍数 は
そ れ ぞ れ抗 A lb血清 ， 抗 W S血清に 対 して は2 56倍 ，
抗 H b血清で は64倍 ． 抗 工g 血清 では16倍 ， 抗 T f血
清で は 8倍 ， 抗 A T血清で は4倍 であ っ た ．
2 ． 陳 旧血 痕
3 ケ月 ， 6 ケ月 ， 1年 ， 2年 ， 4 年 ， 6年 ， 8年，
10年経過 した ヒ ト血痕木綿撚糸く約 5m m ， 2 本1 で
は ， 6 ケ月 ま で は沈降反応に 明ら か な変化が認 めら れ
なか っ た く表 61． 1年経過血痕で も ほ ぼ同様の 反 応 で
あ っ た が ， 抗 A T血清， 抗 Tf血清 ， 抗 Hb 血清 ， 抗
王g 血清に 対す る沈降線が や や微弱 に な っ た ． 2 年経
過血痕 で は抗 A T血清 ， 抗 T f血清， 抗 H b 血清 ， 抗
工g 血 清 に対 して の 沈降線 は認め られ な く な っ た が ，
抗 Alb血清 お よび 抗 W S血清に対 して は依然認 めら
れ ， 4年経過血痕で も微弱な が ら沈降反応が認 め られ
た ． 6年以上 経過 した陳旧血痕で はい ずれの 抗血 清に
対 しても 沈降反応は認め られ なか っ た ．
Table2． Sim ulta n e o u spre cipitin r e a ctio n s of v a rio u skinds of blo odstain s to
u n abs o rbed a ntis er
Kind of Re a ctivity to a ntis
e rum
blo odstain s Anti－ Alb Anti－ W S Anti－ A T Anti－ T f lAntトH b AntHg
Hu m a n
C himpa n z e e




































































Tw o pie c e sof abo ut5m m thr ead spe cim e n w er e e x amined afterhe ating at 120C
fo r30s e c．
＋＋ ， pO Sitiv epr ecipitin r e a ctio ni
－
， n egativ e r e action．








Cotto n clothくbed she etsI


















ゲ ル 内，沈降反応 に よ る微量血痕の 種属鑑別
Table3． Sim ulta n e o u spr e cipitin r e a ctio n s of va rio u s kinds of blo odstain s to
antis e r a abs o rbed with the s e ru mand he m olys ate ofJapa n es e m o nkey
Kind of
Re a ctivity to a ntis e




Hu m a n
C himpa n ヱe e








































































Tw o pie c e s of abo ut 5m m thre ad spe cim e n s w er e e x amin ed－
＋＋ ， pO Sitiv epr ecipitin r e a ctio nニ
ー
， n egative r e a ctio n－
Fo r abbre viatio n s， S e eTablel．
Table4． Blind study for spe cie side ntific atio nby sim ulta n e o u spr e cipitin r e a ctio n s
N11 mbe r
Kind of of
blo odstain s s a mple s
Nu mbe rofprecipitin r e a ction－ PO Sitiv e
S a mple sto a ntise ru m
e x amin ed Anti－ Alb Anti－ W S Anti－A T Anti－Tf Anti－H b Anti
－Ig
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Hu m a n
C him pa n z e e






















































































Tw opie c e s of abo ut5m m thre ad spe cim e n sw er e e x amined．
Fo r abbr e viatio n s， S e eTable l．
Fig．1． Sim ultan e O u Spr e Cipitin r e a ctio n s of blo odstain s of hu m a n a nd s o m e a nim als
with u n abs o rbed v a rio u s s e r aくC B Bstainingl． 1a ， hu m a n三 1b， Chimpa n z e eニ 1c，
Japa n e se m onkey ニ1d， dog． a ， anti－hu m a n albu min 9e ru町 b， a nti
－hu m a n a l
a ntitry psl n S er u mi C， anti－hu m an tr a n sferrin s er u mi d， a nti
－hu m a nim m u n oglobulin s
s e ru mニ e， a ntis e r u m ag inst hu m a n whole s er u mこf， a nti
－hu m a nhe m oglobin serum ．
Fig． 2． Sim ulta n e o u spre cipitin re a ctions of blo odstain s of hu m a n a nd s o m e a nim als
With the a ntis e ra abs o rbed with the s e ru m and he m olys ate ofJapa n es e m o nkey． 2a，
hu m a nニ 2b， Chim pa n zeeニ 2c，Japa n es e m o nkeyニ 2d， dog． a to f， r efe rto the fo otn ote s
Of Fig． 1．
Fig． 3． Spe cie sidentific atio nby sim ulta n e o u spr e cipitin r e a ctions on the blo od－Stain ed
Cloth a nd w o od． 3a ， a C Ot tO n Cloth m ate rialくbed she etsh 3b， a Sm allthre ad piec e of
the s a mple te sted三 3c， the s a mple after ele ctr opho r esi 三 3d， pr e Cipitin lines of the
blo od－Stain ed cloth くC B Bstainingli3e， a W O Ode n m aterialくm atchsticklニ 3f， a S m all
pie ce ofthe s a mple te atedニ 3g， the s a mple after ele ctropho r esi ニ 3h， Pr e Cipitin lin e s




調味料類 ， 果物汁， 飲物 お よ び 鉱物油の各斑痕 と重
畳し た ヒ ト血 痕木綿撚糸 く約 5m m ， 2 本1 に つ い て
は ， い ずれ の 場合で も 汚染物質の 種類に 関係な く ， 各
抗血清に 対 し ヒ ト特異的沈降反応が認め られ ， な お ，
ブ ラ ン ク と して 汚染物質の み 付着 の試料 に つ い ても ，
同様 に 実験 した と こ ろ ， い ずれ の 場合で も各抗血清 に
対 す る沈降反応 は認 め ら れ な か っ た ．
V ． 血 痕予備検査後 の 試料
作製後 3 日， 2週間， 1ケ 月 ， 3 ケ月 お よ び 6 ケ月
後の ヒ ト血痕木綿撚糸く全血付着 の も の 約 5m m ， 2
本1 に 対 し， ル ミ ノ ー ル 試薬 を 5秒間噴霧 し た 試料 に
つ い て ， 同様 に 実験 した と こ ろ ， 1 回噴霧で は ， 肉眼
的に は血痕試料の変化 は認 め られ ず， 抗 Tf血清， 抗
王g 血清 に対 して は極 め て弱 い なが ら も ヒ ト 特異的沈
Table5． Sim ultan e o u spr e cipitin
bloodstain s
降反応が 認 め られ た が ， 抗 A T血清に 対 して はすぺて
沈降反応 は認 め られ な くな っ た ． 2 回以上 の噴霧後は
順次抗 T f 血清， 抗工g 血清 に 対す る 沈降反応が認めら
れ な く な り ， 3 回噴霧後で抗 A lb血 清， 抗 W S血清
に 対 す る反応 が弱く な り ， 5 回噴霧後 で はす べ ての場
合で各抗血清 に対 し ほ と ん ど沈降反応 は認 め られな
か っ た ． 一 方 ， ロ イ コ マ ラ カ イ トグリ ー ン 試薬に対し
て は ， 試料 は青緑色 に 変色 す る と と も に ， や や脱色
し ， 1 回あ る い は 2 回噴雰後 で は 抗 Alb 血清， 抗
W S血清 に対 しわ ずか に ヒ ト特異的沈降反応が認めら
れ る の み で ， そ の他 の 抗血清 に対 して は沈降反応が認
め ら れ な か っ た ． 3 回以上 の 噴霧後で は抗 Alb血清，
抗 W S血清 に 対す る 沈降反応も極め て 弱く なり ， 5 回
で は ほ と ん ど反応 は認め ら れ な か っ た ．
W
．
血 痕付着物体 の 種類
r e a ctio n s of diluted hu m a n
Rea ctivity to hu m a nblo odstain sdiluted by
Antis e ru m





























































Tw o pie c e s of abo ut 5m m thre ad spe cim e n s w er e e x amin ed．
疇＋ ， pO Sitiv epre cipitin r e a ctio nニ
ー
， n egativ epr e cipitin r e a ctio n．
Fo r abbreviatio n s， S e eTablel．
Table 6． Sim ulta n e o u spre cipitin r e a ctio n s of aged hurn a n
blo odstain s
Re a ctivity of blo odstain s aged fo r























































Tw o pie c e s of abo ut 5m m thr e ad spe cim e n w er e e xami－
n ed．
ホ＋， pO Sitiv e pr e cipitin r e a ctio ni
－
， negative pr e cipitin
r ea ctio n．
Fo r ab br eviatio n s， Se eTablel．
ゲ ル 内沈降反応 に よ る微量 血 痕の 種属鑑別
1 ． 繊練製品
天然繊維製品 ， 化学繊維製品お よ び そ れ らの 混紡品
を任意に20品目選 んで ， それ ら に 血痕 を付着 させ 検討
した． 血痕付着状況 か ら ． ポ リ エ ス テ ル や ど こ ロ ン 等
の製品に 付着し た血 痕 は ， 他の も の と比 較 して や や大
き な広が り を示 し ， 木綿製品 に 付着 した 血液 は速 や か
に深部ま で浸透し ， 境界が 明瞭な斑 痕 を形成 した ． 一
方毛， ナイ ロ ン 等の製品 に 付着 した血液は ほ と ん ど浸
透せず， その ま ま乾燥 し て隆起状の 斑 痕 を形成 した 一
以上 の 試料 を対象に 実験 を行 っ た と こ ろ木綿製晶に 付
着の血痕に 対 して は ， 各抗血 清で ヒ ト特異的沈降反応
が認めら れ た ． 一 方 ， 隆起状 の 斑 痕 を形成 した 試料に
っ い て は， 乾燥血液片く乾燥血粉1が付着物体か ら容易
に 剥ぎと れ たた め ， そ の 乾燥血 粉 に つ い て ， 直接あ る
い は木綿撚糸に 付着さ せ検査 し たと こ ろ ， い ずれ の 場
合でも各抗血清 に 対 して 明瞭 な ヒ ト特異的沈降反応が
認められ た ． なお ， 血 痕 を剥離除去 し た試料 で ， 肉眼
上わずかに 血液の 浸透 が認め られ る も の に つ い て 検査
したと こ ろ， 抗 A lb 血清 ， 抗 W S 血清お よ び 抗 H b
血清に対 し極 め てわ ずか な が ら ヒ ト特異的沈降反応が
認めら れた ．
2 ． 紙類
血液が速や か に 深 部 ま で 浸透 す る テ ィ ッ シ ュ ペ ー
パ ー
， トイ レ ッ ト ペ ー パ ー ， 半紙 ， 障子 紙 ， ろ紙 に 付
着の 血痕 は ， 操作も 容易 で 各抗血 清で ヒ ト特異的沈降
反応が明瞭 に認 め．られ た ．
一 方 ， あ ま り 浸透 し な い 新
聞紙， 藁半紙， タ バ コ 紙 ， 上 白紙 ， 封筒紙 で は ， 付着
させ た血液 は， 紙質 内へ の 浸透は 少な く ， 表 面で隆起
状に乾燥した た め ， 乾燥血粉 に つ い て ， 直接 あ る い は
木綿撚糸に 付着させ 検査 し た と こ ろ ， い ずれ の 場合 で
も各抗血清 に 対し て明 瞭 な ヒ ト特異的沈降反応が認 め
られた ． なお ， 乾燥血 液片を剥離除去 した 試料で ， 肉
眼上 わずか に 血液 の 浸透 し た紙片 に つ い て 検査 す る
と， 抗 Alb 血清， 抗 W S血清お よ び抗 H b血清に 対
し微弱な が ら ヒ ト特異的沈降反応が認 め られ た ．
3 ． 木製品
血 痕付着状況か ら ， 表 面が加工 して 滑 らか なも の は
い ずれも ほ とん ど血 液 は 浸透せ ずその ま ま乾燥 して 隆
起状の乾燥血液片 を形成 した ． 表面が 粗 ぞう で 柾目部
分が表面に あ らわ れ て い る も の た と え ば薄板 ， ベ ニ ヤ
板， マ ッ チ棒等 は， 比 較的深部 まで 血 液 の浸透が み ら
れた ． こ れ らの 表面 をう す く 削るか ， 或 い は小 片 をそ
のまま ゲル 内に 適用 す る と ， 薄板 ， ベ ニ ヤ板 ， マ ッ チ
棒で は， 各抗血清 に 対 して ヒ ト特異的沈降反応が明瞭
に認められ た ． 乾燥血粉で は 前述同様 の 成績 が得 られ
た． なお
， 乾燥血 液片 を剥離除去し た 試料 で ， 肉眼 上
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わ ずか に 血 液 の 浸 透が 認め ら れる もの に つ い て は ， そ
の 表面 を薄く 削り と り
， 細片 を その ま ま ゲル 内 に 挿入
し検査 す る と ， 抗 Alb血清 ， 抗 W S 血清 お よ び抗
H b血清に 対 し微弱 なが ら と 卜特異的沈降反応が認 め
られ た ．
4 ． 植物片
食料品の中か ら任意 に20品目選 んで ， それ らの 表面
に 血液 を付着さ せ る と ． い ずれ の試料で も ほと ん ど血
液の浸透が み ら れ ず ， その ま ま乾燥 して 隆起状の 斑痕
と な っ た ． 各植 物片の切断面 に付着さ せ た場合 ， シ イ
タ ケ ， シ メ ジ等の キ ノ コ 煩 お よ び ニ ン ジ ン ， ダイ コ
ン
， ジ ャ ガイ モ ， サ ツ マ イ モ 等の根菜類で わ ず か に 広
が り の あ る血痕 を形成 した ． 上記 の 試料に つ い て同様
に検査 し たと こ ろ， 乾燥血液片と して 容易に 剥ぎと れ
る 場合 は ， 乾燥血液片に つ い て ， 直接ある い は木綿撚
糸に 付着 させ 検査 した と こ ろ ， い ずれ の 場合 で も各抗
血清に 対 し て明瞭 な ヒ ト 特異的沈降反応 が認 め ら れ
た ． な お
， 血痕 を剥離し た試料で ， 肉眼上 わ ずか に 血
液の 浸透 が認 め られ る も の に つ い て検査 した と こ ろ ，
抗 A lb 血清， 抗 W S 血清お よ び抗 H b 血清に 対 し極
めて わ ずか な が ら ヒ ト特異的沈降皮応が認め ら れ た ．
ま た ， 広が り の ある 血痕 を形 成 した試料 に つ い て検査
し た と こ ろ ， シ イ タ ケ ， シメ ジ等の キ ノ コ 類で は ， 加
熱固定 を行う と試料 に 付着 した血痕は植物組織と密着
し ， 肉眼 的に も H bの ゲル 内 へ の 溶出も各種沈降反応
も ほ とん ど認 め られ なか っ た ． 一 方 ， ニ ン ジ ン ， ダイ
コ ン ， ジ ャ ガ イ モ ， サツ マ イ モ 等 の根菜類 で は ， 上 記
の よう な 現象は認 め られ ず， 血痕木綿撚糸の 場合と同
様各抗血清に 対 し明瞭な ヒ ト特異的沈降反応が認め ら
れ た ． な お
，
加熱固定を行わず実験 した と こ ろ ， い ず
れ の 場合で も 各抗血 清に 対 し明瞭 な ヒ ト特異的沈降反
応が認 め られ た ． ま た ， 選択 した20種類の 植物片等の
各成分の 影響 をみ る た め各植物片等の 浸出液を木綿撚
糸に 付着さ せ ， 同様 に 検査 した と こ ろ ， い ず れ も各抗
血清に 対 し沈降反応が認 め られ な か っ た ． 電気泳動後
の こ れ ら の 担体 は ， 原形 と 特異的性状 を残存 して い
た ．
mI
． 犯 罪 現場 で の 血痕鑑 定 資料 に つ い て の 検討
石川県内で 昭 和63 年へ 平成元 年 に発 生 し た刑事事件
に 関 して ， 保存さ れ て い た検査 資料50点くガ ー ゼ 片に
転写 した血 痕20点 ， ティ ッ シ ュ ペ ー パ ー に 付着の 血痕
10点 ， 着衣 に 付着 した血痕16点， 木材片に 付着 し た血
痕 2点， 組織 片2点1 に つ い て の 検査 結果を表 7 お よ
び 8 に 示 した ．
ガ ー ゼ 片に 転写 し た血 痕の 場合に は ， 肉眼上 資料の
血 痕畳 も そ の 色調 か ら か な り違 い が感 じら れ ， 各抗血
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Table7． Sim ulta n e o u sprecipitin r e a ctio n s of blo odstain s o n
ga u z etr a n sfe rr ed from the a ctu al cri min al evide n c e
Sa mple Colo r of Pr e se r v atio n Co nta min atio n Pr e cipitin
n u mbe r stain period r e a ctio n
1 Red br o w n
2 Red br ow n
3 Bro w n
4 Da rk r ed
5 Da rk r ed
6 Dark r ed
7 1きr o w n
8 Da rk r ed
9 Da rk r
－
ed
l O Br o w n
ll Da rk r ed
12 Redbr ow n
13 Da rk r ed
14 Dar．k r ed
15 Iコa rk r ed
16 Da rk r ed
1 7 Red t汀 O W n
1 8 Da rk red
1 9 Dark red




















































Oil， m nd ＋ 十
＋
M ud， S a nd ＋ ＋ ＋
M ud， S a nd ＋ ＋ ＋
Mnd， S a nd ＋ ＋ 十
＋
Mud， S a nd ＋ ＋ ＋











M ud， S a nd ＋ ＋＋
攣
m ， m O nthi W ， W e ek．
拍 ＋ ， pO Sitiv e re a ctio nto a nti
－Alb， a nti－ WS a nd a nti
－H bs er atfo r
abbr e viatio n s， S ee Tablel lこ ＋＋ ， pO Sitiv e r e a ctio n to all
a ntis e r ai ＋ ＋ ＋， Str O ng pO Sitiv e re a ctio nto alla ntis e ra．
清に 対す る反応 も色調の 濃淡に 相関 した く表71． す な
わ ち ， 肉眼的に 色調 の濃い 資料で は ， 各抗血 清に 対 し
い ずれ も明瞭な沈降反応が認 め られ た ．
一 方 ， 色調の
淡い 資料 で は ． 抗 A T 血乳 抗 T f 血清 ， 抗 1g 血 清
に 対 して は沈降反応が認 め ら れ ず ， 抗 A lb血清 ， 抗
W S血清， 抗 H b血清に 対 して の み 沈降反応 が認 め ら
れ た ． 採取後 の経過 日数は 2週間 － 1 9ケ 月に亘 っ てい た
が そ の 影響 は特 に 各抗血清間 に 認 め られ な か っ た ■ 資
料の う ち約半数 に 油類 ， 泥 ， 土 砂等 の 付着が認め ら れ
た が ， こ れ ら汚染さ れ た血痕試料 で も全 て ヒ ト特異的
沈降反応 を 示 した ． テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ
ー に 付着 した 血
痕 で は ， ほ と ん どの 場合肉眼的に 血痕 の 色調 も濃厚 で
各抗血清に 対 して沈降反応が 認 め ら れ た く表8－ al■ そ
れ ら のう ち 1点は と 卜だ 液で 希釈さ れ た 血 痕資料で ，
こ の 資料 に つ い て は ， 抗 A T 血清 ， 抗 T f血清 ， 抗
Ig血清 に 対 して は沈降反応が認 め ら れ な か っ た が ， 抗
Alb 血清 ， 抗 W S血 清， 抗 H b血清に 対 し て は明瞭
な沈降反応 が認 め られ た ． 着衣 に 付 着し た血痕 に つ い
て は ， い ずれ の場合も汚染が な く ， 各抗血清 に 対 して
明瞭な沈降反応が認 め られ た く表8－bl． 木 材 に 付 着 し
た 2 点の血痕 に つ い て は ， 各抗血 清 に 対 し て明瞭な沈
降反応が認め ら れ た く表8－Cl． さ ら に ， 業務上 過失致死
事件くい わ ゆ る ひ き逃げ事仰 の被疑車両 の 底部か ら
採取 され た微小 組織片 に つ い て も ， 同様 に 検査したと
こ ろ ， 油類 ， 派等が 僅か に 付着 して い る 試料で あ っ た




泳動 後の ヒ ト血 痕試料 に つ い て ， 解離法によ
る A B O式血液型検査 を行 っ た と こ ろ ， い ずれ も型判
定可能で あ っ た ．
考 察
犯罪現場 に お け る血痕検査 は ， 法医鑑識上最も重要
な も の で あ る ． こ れ ら の血痕 は実生活上極 めて多種類
の 担体や ， さま ざま の 修飾 を う け た り ， 新旧多種のも
の な ど ， 実務上 に は文字通 り種 々雑多の 血痕 に つ い
て ， 正 確 に 人 血 証明が遂行さ れ ， 個人識別上 の 根拠を
得 な け れ ば な ら な い ． 本研究 は ， こ の よ う な多種類で
且 つ 微 量の血痕 に つ い て ， 電気泳動法 を適用し血痕中
の可溶性成分に つ い て ゲル 内で の 同時的沈降反応によ
る 種属鑑別法の確立 を目的 と し た も の で あ る 一
一 般
ゲ ル 内沈降反応に よ る微量血痕 の種属鑑別
Table8． Sim ulta n e o u spr e cipitin r e a ctio n s of v ario u s m ate rials c olle cted o n the
s ce n eof c rim e
Kind of Sa mple Colo rof Pr ese rvation Co nta min atio n Pr e cipitin
m aterials nu mbe r stain period r e a ctio n


























c． Blo od－Stain ed 27
w oode n w a r e s28
d． Tis s11 e 29
Spe Cim e n s 30
Br o w n
Da rk r ed
Dark red
Da rk r ed
Da rk red
Da rk r ed
Da rk r ed
Da rk r ed
Da rk r ed
Da rk r ed
Da rk r ed
Da rk r ed
Da rk r ed
Da rk r ed
Da rk r ed
Da rk r ed
Da rk r ed
Da rk r ed
Da rk r ed
Da rk r ed
Dark r ed
Da rk r ed
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m ， m O nthニ W ， W e ek．
＋＋＋． po sitiv e r e a ctio nto a nti－A lb， a nti－W Sa nd a nti－ H bs e r aくfo r abbr eviatio n s， S ee
Tablellニ ＋ ＋， pO Sitiv e re a ctio nto alla ntise r aニ ＋ ＋ ＋， Str O ng pO Sitive r eactio n
to a11 antis e ra．
に ， 沈降反応 に よ る種属鑑別上 の 特異性と鋭敏度 は，
使用抗血 清の 特異性 や力価 の み でな く ， 検査対象で あ
るヒ ト特異的抗原と抗体 の 量 的割合 な ど の検査 条件 に
も影響さ れ る ． そ こ で
， ま ず ， 微量 血痕 に つ い ての 本
法の至適検査条件 を設定 し た の ち ， 各種条件状態の 血
痕試料に 広く 応用 し得 る か どう か ， Naga n oら 珊 の 報
告に従い追試的に 確認 し， 検討 を加 えた ．
抗血清の 量 を 一 定 く0．2〆 り に し て ， 血痕試料の 量と
沈降反応の強さ
， 特 異性 に つ い て検 討 を行 っ た と こ
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ろ ， 血痕木綿撚糸約 5m m， 1本 で も各抗血 清 に 対 し
て 明確 に 沈 降反 応が 認め られ る こ とが 再確認さ れ た ．
これ らの 試料に 付着し て い た血 痕量と して は血 液 に 換
算し0．2ノバ ， 乾燥血痕と して 約20ノJg に 相当す る ． 実
務上 取扱わ れ る 血痕 量 は血 液 と して 1 回 1ノJl以 上く乾
燥血痕と して 100ノJ g 以上1が 必要と さ れ ， こ れ ら に つ
い て夫々 の 抗血清を 用 い る と すれ ば ， それ ぞ れ 5 な い
し10本必要と す る の で ， そ の 約25r l ノ50分の 1 の 量 で も
明確 に 人 血証明 を行 い う る こ とが 示 さ れ た ．
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一 方 ． 血痕試料撚糸 5m m ， 2本に 対 し． 各便用 抗血
清の 量 を， 0．2ノバ か ら 1．2ノバ ま で 段階的に 増量 し て
も ， 沈降反 応の 強さ に ほ と ん ど変化は認 め ら れ な か っ
た ． 次 い で ， 一 般市販 の 抗血清0．2ノノl を用 い た 場合の
感作時間に つ い て ， 沈 降反 応 の 発現時間 を観察 す る
と
．
抗 Alb 血清 ， 抗 W S血清 ， 抗 H b血清 に 対 して
は
，
感作 1時間後 に ， 抗 T f血清 ， 抗工g 血清 で は 2時
間後 ， 抗 A T血清で は 4 時 間後 に そ れ ぞ れ沈降反応が
認 め ら れた ．
さ ら に ， 系統的連続的血痕検査と い う 観点か ら， 人
血証明の た め の 電気泳動後同
一 試料 に つ い て 血 液型検
査 を行う こ と を前提 と し ても1 る ． 従 っ て ， 沈降反応 に
影響 を及ぼ さ な い 血球膜固定法 と し て ， 試料 の加熱条
件 を検討 した ． 140
0
C 以 上 の圧迫加熱後 は ， 可溶 成分
と して の H b は泳動 し難 く な っ て ， 試料 に H bの 色調





C， 30秒 間加熱 で は非加熱 の場合 と 同 じ成績
が得ら れ ， 各抗血清 に 対す る沈降反応 に影響 を及 ぼ さ
な い こ と が 再確認 さ れた ．
以 上 の結果か ら ， 人 血証明後 の同 一 検体 に つ い て ，
後の 血液型検査の た め の加熱固定条件 と して は ， 1 20
0
C， 30秒間 が至 適で あ る と い う Naga n oら
5
切 成績と
一 致 し， 抗血清使用量は 0．2ノJl， 感作時間は 4時間 を
要す る こ と が 明ら か に され た ．
打b お よ び種 々 の血清 タ ン パ ク を指標 と し て免疫血
清学的手段 に よ り 種属鑑別を行う際 ， 特 に 留 意す べ き
こ と は ． 使用す る 試薬く抗血清1 の特異性 の 問題 で あ
る ． す な わ ち ， 理 想的 に は と 卜血 痕の み に 反応す る特
異的な抗血清が得 られ れ ば， 極 めて 信頼度の高 い 人血
証明が可能 で あ る ． こ の 点 に 閲 し ， 抗 ヒ ト H bA2血清
に よ り ヒ トと チ ン パ ン ジ ー を 区別 しう る と い う報告
均
も あ るが ， 広く 一 般に使用 さ れ て い る抗血清 で は ， 霊
長類 の マ カ ク属ま で の識別が そ の 限界の よ う で あ る ．
法医鑑識実務上 で は ， 移 しい 試料 に つ い て検 査す る 必
要があり ， 少量の 特殊 な抗血清 を用 い る こ と は で き な
い の が 実状で あ る ． 従 っ て ， 市販 の抗血 清 を利用 で き
れ ば， 入 手が 容易で ， 検査 の標準化 ， 再 現性 の保証 ，
客観的評価が可能と い う 多く の 利点が あ る ． そ こ で ，
本研究で は特殊 な抗血清 を求めず ， す べ て市 販の抗血
清 を用い て い る ． その た め ， こ れ ら使用 抗血清の 特殊
性 に つ い て検討 を施 した ． す な わ ち ， ヒ トお よ び各種
動物くチ ン パ ン ジ ー ， ニ ホ ン ザ ル ， ウ シ ， ブ タ ， イ ヌ ，
ネ コ ， ウサ ギ ． ニ ワ ト リ ， 魚 け イ H の 血痕 を対象 と
し て以下の よ うに 検討 した ．
市販抗血 清 をそ の ま ま使用 した 場合， ヒ トと チ ン パ
ン ジ ー の血痕 に 対 して は 同様 の反応 を示 し ， 抗 A T血
清以外の 抗血 清 は ニ ホ ン ザ ル の 血痕 に も 強く 反応し
た ． さ ら に は ， ウ シ ， ブタ ， イ ヌ ， ネ コ の 各血 痕に対
し て は ， 抗 Alb 血清お よ び抗 W S血清で弱い ながら
も沈降反応が認 め ら れ た ． 一 方 ， ウサ ギ ， ニ ワ トリ，
タイ の 各血痕 に は沈降反応 は全 く認 め られ なか
1
っ た ．
以 上 の う ち ， 本実験条件下 で は抗 A T血清 は ヒ トおよ
び チ ン パ ン ジ ー の 血痕の み に 反応陽性で ， ニ ホ ンザル
を含 め それ 以下の動物血痕 に は反応が認め られ ず注目
され た ． こ の こ と は Naga n oら
5Iの 報告や ， 童岐ら用
の抗 ヒ トか 1 A T 血清 な ら び に 抗 ヒ ト 赤血球膜血清
を用 い た腐敗血痕 か ら の人血 証明法 で の成績と同様で
あ り ， 法医鑑識実務上 の種属鑑別 に お い て有用 なこと
と 考 え られ る ． また ， 抗 T f血清， 抗 Eb 血清および
抗 1g 血清は ， ヒ ト， チ ン パ ン ジ
ー お よ び こ ホ ン ザル
の 血 痕 の み に 反応 し ， それ 以下の 動物血痕と の 反応は
認 め ら れ ず 川 ， 日 常の 鑑定に お い て霊長類 以外の動物
と の 重要な鑑別点 と な り得 る と 考え ら れ る ． 一 般に，
わ が 国で は 現実問題と して霊長類動物 の 血 痕と の鑑別
を要す る こ と は ほと ん どな く ， 特に 本邦に は生息して
い な い チ ン パ ン ジ ー に つ い て は その 所在や数が極く限
ら れ て い る こ と か ら ， 抗 A T血清 ， 抗 Tf血 清， 抗
H b血清お よ び抗 工g 血清 に 対す る 反応に 着目する こ
と に よ り
， 実際上 ヒ ト血痕 と動物血痕 と の 識別が可能
で あ ると 考 えら れ る ． こ の 点に つ い て は ， モ ノク ロ ー
ナ ル 抗体や E LIS A法 な どと組合 わ せ ， チ ン パ ン ジ ー
と の 鑑別 に つ い て検討 した い ． い ずれ に して も本研究
で は ， 以 下 す べ て こ の吸 収抗血清を 用 い てい る ．
ニ ホ ン ザ ル 血 清お よ び溶血液で 吸 収 し た抗血清を使
用 した 場合 ， 表 5に 示 す よ う に ヒ トと チ ンパ ン ジ
ー 血
痕 だ け に 沈降反応が み ら れ ， ニ ホ ン ザ ル を含め それ以
下の 動物血痕 に は全 く反 応 しな か っ た ． こ れら の成績
は ， Naga n oら
5，





津川 ら12，川， 童岐 ら 用 な どの 成績 と 一 致 して い た ． 以上
の 基礎的実験結果を も と に ， ブ ライ ン ド テ ス トを行っ
た と こ ろ
，
本法の 信頼性 と再現性が確認 され た ．
法医鑑識実務上取扱わ れ る種 々 の 条件 ， 状態の血痕
を想定 し ， 本研究で は ， 希釈血 痕 ， 陳旧 血痕 ， 汚染血
痕等 を作製 し実験的 に 検討 して み た ．
希釈血 痕 で は ， 各抗血 清 に 対す る沈降反応の 強さは
そ れ ら の 力価 に 依存 し て い た ． す な わ ち ， 4倍希釈し
た 血 液斑 ま で は ， 各抗血清に 対 し陽性 の 反応を示した
が ， 8倍希釈血痕 で抗 A T血 清く力価12別 に 対する反
応か陰性 に なり ， 16倍希釈血痕で抗 T f血清く力価128
－ 2瑚 に 対す る反応が ， 32倍 希釈血痕で抗1g血清伊
価10241 に 対す る反応が それ ぞ れ 陰性 に なっ た ． さら
に ， 128倍希釈で抗 H b血清く力価10240 － 204抑 に対
ゲ ル 内沈降反応 に よ る微量血痕 の 種属鑑別
する反応が陰性 に な り ， 512倍希釈 で す べ て の 抗血 清
に対し陰性 の反応に な っ た ． 本実験 で 白色の 布 に 付着
した血痕の 場合 ， 肉眼 的に 血痕様斑痕 と して 明 らか に
確認でき る の は256倍希釈血痕 ま で で ， そ れ 以 上 希釈
された斑痕で は ， 肉眼 的に 斑 痕 と し て確認す るの は困
難で あっ た ． す な わ ち ， 肉眼的に か ろう じ て血痕様斑
痕と して識別 で き る場合に は ， 約 5m m の 血痕撚糸で
抗 Alb血清お よ び抗 W S 血清に 対 す る反 応 の みが み
られ ， 教本の撚糸が必要と な っ て く る ． 勿論高力価の
特殊な抗血清を用 い る と ， こ の 難点 は解消 され る ．
陳旧血 痕で は作製後 1年位 ま で は ほ と ん ど変化 な く
沈降反応が認め られ た が ， 2年以上 経過 した血 痕 で は
抗 Alb血清お よ び抗 W S血清の み に 反応が 見 られ ，
6年以上 経過し た血痕で はす べ て の抗血清に 対 し反応
は認められ な か っ た ． こ の よ う な 陳旧血痕 に 対 し て
は， 抗 ヒ ト赤血球血清 を用 い た解離試験法に よ る人 血
証明法 馴 I を併用 す る こ と で ， よ り信頼度 の 高 い 人血
証明が可能であ ろう ．
汚染血 痕の場合 に つ い て ， 本研究 で は 身近 に 存在 す
る調味料類， 果物汁 ， 飲物お よ び鉱物油な どと血液 が
混合する場合を想定 し ， 実験的 に そ れ ら と重畳 した血
痕に つ い て 検討 す る と ， い ずれ の 汚染物質に も影響 さ
れる こと なく沈降反応 が認 め ら れ る こ と が 確認 さ れ
た．
血痕鑑定に際 し ， 付 着物体 の色調 に よ っ て は斑 痕 を
肉眼で識別す る こ と が 困難な場合があ る ． そ の よう な
場合， 血痕予備検査 と して ル ミ ノ ー ル 或 は ロ イ コ マ ラ
カイ トグ リ ー ン 検査 を行い ， 陽性部位 を確認 し試料 を
採取して ， 人血 証明お よび血 液型 検査 を行う こ と に な
る ． そ こで ， ル ミ ノ ー ル 試薬な どが本研究 で の 微量 血
痕に つ い て の 人血 証明 に どれ 程影響 す る も の か を実験
的に検討した ． ル ミ ノ ー ル 試薬 1 回 噴弄後 の 試料 で
は， 肉眼的に は ほと ん ど血痕の 変化 は見 られ な か っ た
が， ヒ ト血 痕の 抗 A T血 清 に 対す る反 応 が す べ ての 検
体で陰性とな っ た ． 3 回噴霧す る と 肉眼的に 明 らか に
血痕の脱色が見 られ ． 抗 AT 血清 を は じ め 抗 T f血
乳 抗 王g 血 清 に 対 す る 反応 が陰性 に な っ た が ， 抗
Alb血 清， 抗 W S血清お よ び抗 H b血 清に 対 し て は陽
性反応が見ら れ た ． 5 回噴霧す る と ， さ ら に 脱色が 著
しく ， い ず れ も沈降反応 は ほと ん ど陰性 と な っ た ． 以
上か ら ， 法医鑑識実務 に お い て ， 血 痕 試料 へ の ル ミ
ノ ー ル 試薬の噴霧 は ， 当然の こ と な が ら 最小限に 留 め
る べ きで ある こ とが 示 さ れ た ．
また ， ロ イ コ マ ラ カ イ ト グ リ ー ン 試薬 で は ， 1 回噴
霧で 脱色が見ら れ ， 抗 A T血清 ， 抗 T f血 乳 抗 Ig
血清お よ び抗 H b 血清 に 対 す る沈降反応が す べ て で 陰
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性 に なり ， 3 回噴弄 で各抗血清に 対す る 反応 は ほ と ん
ど陰性 ， ， 5 回噴霧 で は す べ て で 陰性 に な っ た ． 以上
か ら ． ロ イ コ マ ラ カイ ト グ リ ー ン 試薬も 血痕 に 対 し ，
大き く 影響す る こ と が判明 した ．
犯罪現場な どか ら鑑定 を嘱託さ れ る血 痕資料 は ， 後
述の よ う に ， 大部分が ガ ー ゼ 片 へ の転写も しく は 着衣
を は じめ と した 繊維素材品 に 付着の血痕 で ， 次 い で
テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ ー 等の 紙類 に付着し た血痕 が多く ，
怖れ に 木製品な どに 付着 した 血痕 があ る ． 従っ て ， 本
法 の 実際の鑑定 へ の 応用 のた め に は ， こ れ ら付 着物体
や種類の 性状に関わ り な く ， 検査 が遂行さ れ な け れ ば
な ら な い ． こ の こ と は ， 本研究で は非常 に 重要な ポイ
ン トであ り ． 次の よ う に 検討 した ． 付着物体 の種類 に
つ い て は ， まず実際例 で多い 繊維素材品く布片りこつ い
て検討 し ， 次 に 紙類 ， 木製品 に つ い て検討 し ， さ ら に
植物片ま で範囲 を広げ検討 した ．
布 片， 紙類 ， 木製品な どの 血痕付着試料で は ， 血液
が速 や か に 深部 ま で浸透 す る 試料く布片で は綿素材
品， 紙類 で は テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ ー ， トイ レ ッ ト ペ ー
パ ー
， ろ紙 ， 半紙 ， 障子 紙 ， 木製品で は薄板， ベ ニ ヤ
板， マ ッ チ棒1 で はい ずれ の場合で も そ の ま ま で 検査
す る こ と で 血 痕 の 希釈も なく ， 各抗血 清 に 対 し明瞭な
ヒ ト特異的沈降反応が認 め られ た ． 一 方 ， 血液が あま
り浸透 し な い 試料で は， 血液 は表面で隆起状 に 乾燥す
る ． こ の よう な乾燥血液粉で は ， 木綿撚糸に 転写さ せ
た場合 と その ま まの 場合 で検討 した と こ ろ ， い ずれ も
明瞭に ヒ ト特異的沈降反応が認め ら れ た ． 乾燥血液粉
を除去し ， 血 液が わ ずか に 浸透 して い る試料で は弱い
な が ら も ヒ ト特異的沈降 反応が認 めら れ た ． 従来の 法
医鑑識実務の 人 血証明法 で は ， 木目な どに し み込 ん だ
微量血 痕 に つ い て そ の ま ま 検 査 す る こ と は 不可 能 で
あ っ た ． 従 っ て 己 む を得ず生食水 で鑑定資料の 木片 を
浸 し， 湿潤血 液 を抽出 したの ち検査 す る以 外 に 方法 は
な か っ た ． その た め ， 抽 出操作 に よ り微量 の 血 痕 を さ
ら に 希釈 させ る た め信頼 す べ き成績 を得る こ と は困難
で あ っ た ． と こ ろ が ， 本 法 は 直接試料 を ゲ ル 内 に 入
れ ， 電気泳動 に よ っ て ， 木片内に しみ 込 ん だ血 液可溶
成分を そ の ま ま ゲ ル 内 に 移動 させ 検査 す る た め ， 血痕
く血 液1の 損失が な く ， 木目の 深部 に しみ 込 ん だ微 量血
痕 に 対 して も十 分信頼度の 高い 人 血証明が可能と な る
も の で ， 理 論的 に も す ぐれ た 方法と い え ， 実務上 に も
十分応用可能 な す ぐ れた 方法と い う こ とが い えよ う ．
こ の こ と は
，
上 記木片付着血痕に つ い て の 実験的検討
や犯罪現場 で の 実際例 で 確認さ れ た ． こ の こ と は単 に
木片付着血痕 の み で な く ， 以 下 に 述 べ るよ う に 乾燥植
物片全般に つ い て も適応 しう る こ と を示 し てい る ． 植
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物片 へ の 付着血痕 で は ， 布 片 ， 紙 類 ， 木製 品 と 異な
り ， 試料自身の 水分の 影響の た め ， 加熱 固定時 の 希釈
や加熱装置 へ 血 痕が 密着 し ， 加 熱固定は 不適当で あ っ
た ． 勿論 ， 非加熱の 場合 で は ， い ずれ も 明瞭 な ヒ ト特
異的沈降 反応が認め ら れ た ． た だ ， 血液 が 比 較的浸透
し た乾燥試料 くニ ン ジ ン ， ダイ コ ン 等の 根菜類 ， シ イ
タ ケ ， シ メ ジ 等の キ ノ コ 矧 に つ い て ， 加熱 固定 を し
検討 した と こ ろ， 根菜類の 場合 に は ヒ ト特異的沈降反
応 が認 め られ た ． た だ し ， キ ノ コ 類 で は ． 加 熱固定 し
た 阻 血痕 は植物組織 と密着 し泳動時に 血液成分 が溶
出 しな く な る現象が み ら れ ， そ の 結果各抗血清に 対し
ほと ん ど沈降反応 は認め られ な か っ た ． 以上か ら植物
片に付着の血痕 に つ い て は ， 根菜類 を除い て 加熱固定
は検査 に 支障が あ る よう に 思わ れ る ．
な お ， 植物中の成分が沈降反応 に 影響 す る か どう か
をみ る た め に 各植物片を乳鉢 で練 り浸出 した液 に つ い
て ， 同様 に 検査 を行っ た が い ずれ の 場合 で も 各抗血清
に 対 し反応 は認 め られ な か っ た ． す な わ ち ， 本研究条
件下 で は ， 血痕付着植物か ら 泳動する物質で本法の人血
証明の反応 に影響す る も の は な い も の と考 え られ る 一
石川 県下で発生し た刑事事件 で の鑑定資料 の う ち ，
血痕関係の数 は ， 昭和60年 へ 平成元年 の 5年間で は年
平均約550件数であり ， その う ち の約80％が ， 血 液く血
ヨ尉 をガ ー ゼ 片に転写 した も の で ， 残 りが 血 痕付着物
休そ の ま ま の 資料 で あ っ た ． それ らの う ち ， 事件の性
質上 本実験 に使用可能 な資料50点く転写血痕2 0点 ，
テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ ー に 付着 し た血痕10点 ． 着衣 に 付着
した血痕16点 ， 木材片に 付着 した血痕 2点， 組織片 2
劇 に つ い て ， 本法適用 の 可能性に つ い て検 討 した ．
そ れ ら の成績 は表 8 に 示 して い る よ うに ， 沈 降反応 の
強弱は認 め ら れ る も ， い ずれ の 場合で も 人血証明が可
能 で あ っ た ． ガ ー ゼ転写血痕 で は ， 路面や 車両の 底部
等 か ら採取さ れ た も の も あ り ， 一 部 に 油類 ， 泥 ， 土砂
等の 付着 した 試料も あ っ た が ， い ず れ の場合 で も こ れ
ら の汚染物質の影響は な く 明瞭 な人血証明に つ い て の
判定 は可能 で あ っ た ， 血痕 の 陳旧度 に つ い て は ， 2週
間か ら19 ケ月 に 亘 る 試料も あ っ た が ， い ずれ も 著し い
差も な く 判定で き た ． こ の こ と は 2年経過 した 血痕試
料 に つ い て も ほ と ん ど沈降反応 に 変化が ない とい う 実
験成績と 一 致 した ． た だ ， 古 い 試料 ほ ど実験試料の 場
合 と同じ く泳動後 の試料 に 血色素の残存 が あ る傾向が
認 め られ た ． さ らに ， テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ ー に 付 着し た
血痕， 着衣 に 付着 した 血痕 お よ び木材に 付着 した血痕
につ い て も実験的 に作製 した 時 の成績 と同様 に 各抗血
清 に 対 し明確 に 沈降反応が認 め られ た ．
ガ ー ゼ や ろ紙 な どに 転写 で き な い 試料 のう ち ， 血液
が浸透す る 試料 ， 例 え ば 綿素材品 ， テ ィ ッ シ ュ ペ ー
パ ー
， 薄板 ， ベ ニ ヤ 板な どで は ， 試料 を そ の ま ま本法
に 適用 して も検査す る こ と が で き ， 血痕を希釈させな
い た め ， 極 め て明瞭 な反応が得 られ ， よ り 微量の 血痕
に 対 し ， 簡便 に 人血証明が可能 な こ とが 明ら か にされ
た ．
汚染血痕 ， 陳旧血痕 お よ び実際例 の血痕資料に つい
て の 検 討結果か ら ， 法医鑑識実務上種 々 の血 痕試料に
応用可能である こ と が 示 さ れ た ■
な お ， 本法 を適用 し人血 証 明 を施行 した 試料に つ い
て ， そ の ま ま血液型 を検査 す る こ とが で き る とい うす
ぐれ た点が 実証 さ れ た ．
以 上の結果か ら ， ア ガ ロ ー ス ゲ ル 内で電気泳動した
後 ， 分離 した 各種可溶性血液成分 に つ い て の同時的沈
降反応 に よる 種属鑑別法く人血証明1は ， 極 めて簡便で
特異性 に す ぐ れ ， 法医鑑識実務上応用範囲が極めて広
く ， 日常 の 血痕鑑定 に お け る人血証明 に 十分利用しう
る こ と が判明 し た ． ま た ， 本法 適用 後 の 試料 に つ い
て ， 確 実に 血 液型 を判定 しう る と い う ， 極 めて重要な
利点も実吾正さ れ た ．
結 論
ゲ ル 内同時的沈降反応 に よ る微量血痕の種屑鑑別法
に つ い て
． 基礎的検討 を加 えな が ら法医鑑識実務上 へ
の 具体的応用の可能性 を検討 し た ． す なわ ち ， 実験対
象 に は 実生清上 の60品目 の物体 を選 び ， これ ら に諸種
動物の血液 を付着或 い は 浸透 さ せ ． さ ら に 汚染など
種々 の 状態の 血痕試料 を実験的に 作製 し検討 した． さ
ら に ， 実際 の 犯罪現場 に お ける種 々 の 状態の 血痕鑑定
用 多数 の 資料 に も本法 を適用 し ． 以 下の よ う な結果を
得 た ，
1 ． 電気泳動法 を利用 し た ゲ ル 内同時的沈降反応法
を 用 い る と ， 約 0．2声1程度 の極 く微量 の血痕でも， 前
処理 の 必要も な く そ の ま ま ゲ ル 内に 適用 す る ことがで
き ， 極 めて 簡便で明確 に 人血証明 が 可能 で ある ことが
示 され た ．
2 ． 同法 に 使用 す る抗血清 は ， 特殊 な抗血 清の必要
は な く市販 の も の で も ， ニ ホ ン ザ ル 血清 な どで 吸収処
理 を施 す と ， 微 量血 痕 の鑑定実務上 ， 特異性並びに力
価 に お い て も 十分利用 しう る こ と が確認 され た ■
3 ． 木片 ， 紙片或い は 乾燥植物片な どの よう に ， 浸
透性微量血痕 に つ い て は ， 従来の 方法そ の まま では人
血証明 は不可能 であ っ た が 電気泳動法 に よ り ， 試料を
破壊する こ と な く原形 を保 ち なが ら ， 血 液成分をゲ
ル
内に 移 動さ せ ， 人血証明 が可能 な こ とが 明確に 示され
た ．
ゲ ル 内沈降反応 に よ る微量血痕の 種属鑑別
4 ． ル ミ ノ
ー ル や ロ イ コ マ カイ ト グ リ
ー ン な どの 試
薬による 血痕予備検査 を施 す と ， 本法の 検査上 可成り
の悪影響が認 め られ た ．
5 ． 調味料類10品目 ， 果実汁10 品目 ， 飲料10品目お
よ び鉱物油4品目 に 汚染さ れ た と 卜血 痕 か ら も ， 汚染
物質に影響な く ， 明瞭 な沈降反応が認 め られ た ■
6 ． 陳旧血痕 で は ， 4 年位ま で の 試料 で も抗 Alb血
清および抗 W S 血清 で 沈降反応が認め られ た ， 6年以
上のもの で は反応 は陰性 とな っ た ．
7 ． 繊維製品20品目 ， 紙類10品目 ， 木製品10品目 ，
植物片20品目に 亘 る多種類の担体 に 付着 さ せ た血痕 す
べ てに 対し ， 人血証明 は可能で あ り ， さ ら に 検査済 の
ヒト血痕試料に つ い て ， 解離法 で A B O式血液型 が判
定された ．
8 ． 犯罪現場か ら採取 され た 実際の種 々 の 性状の鑑
定資料50点 に つ い て ， 同様 に 検討 した と こ ろ ， い ずれ
の試料に も各抗血清 に 対 し て 明 ら か に 沈降 反 応陽性
で， 血液型まで 判定さ れ る こ とが 確認さ れ た ． 以 上 か
ら ， 法医鑑識実務に 本法は十分適用可能で あ る こ と が
示され た ．
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Specie8 Ide ntific atio n of M in ute Blo od8tain 8 by Sim ulta n eo us Pr ecipitin
Reactio n8 in a rLAgaro B eGel after Electr ophore Bi8 Y o shin o ri Fujioka， Depa rtm ent
of Legal M edicine， Scho ol of Medicin e， Kan a zaw a U nivers lty， K anaz a w a9 2 0
－ J． Ju z en
Med ． So cリ 99， 52 9－ 5 44り9 901
Key w o rdb for e n sic s e r ol g y， Spe Cie s ide ntific atio n， bloodstain， ele ctr opho r esi，
Sim ultane o u spr ec lpltln re aCtio n
Ab8tr 8 Ct
In the fo re nsic exa mina tion of blo odstains， it hasbeen impo ssible to obtain reliable
re sults o n the species identific ation of v ery min ute st ains， Sin c ec on v e ntion al me thods can
identify only one hum a n m a rkerby one tes t． Nagan o e t al． く1 9861 described a technique
for sim ulta ne o u si dentification of vario us hum an b lo od c om ponentsbyim m u nopre c lpitation
in a gel， after el ctr ophor etic s epara tion ， fro m a ve ry minu te thr ead spe cim e n－ On the
basis of their r eport， the present study w a scar ried o u tin o rder t o e s tablish a m e thod for
the speCies identifica tion of bloodstains on v arious m a terials． T he pr o c edu r e was a s
Eollowsこ T he specim en s w e rhea ted to1 2 0てニ for 30se c onds a nd dir e ctly introduced into
an aga r os egel． A fte r ele ctr ophor esis at 5 VIc m fo r 2 ho u rs， the spe cim e n s w e r e r e m o ved
a nd the antisera ag inst hu m an A lbu minくA lbl， Whole s eru mくW Sl， he m oglobinくHbl，
tr a nsEe r rinくT fl， a l － a ntitry psinくA Tl， and im m u n oglobulinsくIgl w e r e pipetted int o the
c o re spo nding w ells pu n ched o ut in the gel． T he pr e cipltln lin es w er obs e rv ed after a
6－ ho ur in c ubatio n． Whe n exa mined with the antis era without abs o rption， hu man
blo odstain s w e redistinguished from the a nim als， e X C ept fo r n o n
－ hu m a nprim ates， thr o ugh
the po sitiv e r ea c tio ns with a nti
－ hu man A T and T f． Fu rthe r more， the blo odstain5 0f
Japa nese m onkeys w erediscriminated fr o mhu m an by the antiser a abso rbed with the serum
and hem olysa te of the m onkey． T he re s ults on the st ain s of diluted blood depended1 0 n
the titers of the antisera． Aged blo odstains within about o n eyea r showed positiv e
r e a ctions with allof the a ntis e ra． T he r eactivitie s of stains with a nti－ hu m a nW S a nd A lb
stillre m ained e ven aLter4－ ye ar S t O r age ． S ix
－
ye a r
－ Ol d blo odstains gave n egativ e re a c tions
with those antisera． Blo odstains which w ere c ont amina t ed with several se as onings， fruit
juices， drinks and min e ral oils als o sho wed specific re a ctio n s－ Scree ning tests for blo od by
the lu min ol a nd le uc o－ m alachite green r e age n ts sho wed a harmful influe n c e on the
pr e cipitin r e a c tions． Very min ute blo odstains on sixty c o m mon ite ms of various m a terials
su ch as te xtiles， paper and w o ode n－ W a r e S， eVe n those which c o uld not be tested by
c on v e ntional m ethods， ga V eCle ar positive and specific re a c tions． In c a se s of blo odstains on
fr e sh v eBet ables， a better result w a s obtain ed when they w ere tested witho ut he ating．
Fin ally， this m ethod w as su c cessfu11y ap plied to various kinds of m ate rial c o11e cted o n the
criminal sc e n e， S uCh as s tain stran sfe r r ed toga u z e， St ain ed clo th， paper a nd w o ode n－ W a r eS．
A d itio na11y， uSing the specim ens after ele ctrophoresis， the A BO blo od gr o ups c o uld be
dete r min ed by the abs orption － elution m ethod．
